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日蝕観灘（竺督舞台）を終って（2）
tiolar　Eclipse　of　February　5，　1943．
観測部長木遽成麿Sigenzaro　Kibe．
　　　　　　　　　　　　2．日　蝕　紀　行　（1）、（多少日記風に）
　昭秘8隼一月2軸，暗，二度目の日蝕観測に，再び北海道に向け出宣する．打
ち合せた時刻の列車に，山口君は大津から乗車して，野洲の騨で顔を出して呉
れた．正午，米原で，7年前と同じ青森行の急行に乗り込む．抱地用のブクブ
クの毛皮の外套を着て，背中にルックを，手には大型トランクを（これが歯茎用
具入れである），肩に黒布に包んだ三脚と四枚板の筒を憺って居る自分は，ど
うもチト異様な感じを乗客に與へたらしい。
　天雷は大寒とは思はれない程に穏やかである．北陸線に入って，二三の騨を
通過した頃から，地表は積雪に蔽はれ，江越境ひの柳ケ瀬トンネル附近では，
1メ｝トルもある．其れからは，多少の差こそあれ，たSh　giも山も白直々の北．
陸路の風景である．親不知の照りで日はトツプリと暮れて，多少の小雪が降っ
て來たらしい．乗客の大牟は下車して，極めて閑散な車中である．柏崎の騰り
から寝てしまったらしい．
　一月30日，、晴，秋田1秋田1と云ふ呼聲に，中年の一婦人がバタバタと降り
て行った．3時牟で繋る．カ1テンを引いて外を見ると，青白い弦月が東天に
冴へ，車窓の硝子に花模様の様な氷が張って居る．やがて｝夜も明け，寒氣を
切って，画定の時刻に青森に到着，直ちに連絡船に乗り込む。氣温は～2℃，
思ったよりも暖かV・．汀まで白い雪の本土と暫し別れる．白銀色に遠く八甲田
の峯が浮かんで居る．職時下，立見將軍の氣慨を思ふ．船の進むにつれて，鴎
が藪十羽，エサを求めてか周廻しつつ飛翔する．正午に着函，直ちに列車に乗
り込む．さすが北海道に來たのだ．チラホラと乗客の話題に“日蝕”と云ふ語
が流れ聞えて蘂る．
　1時間許りで大沼に出る．湖面は氷結して，其の上の積雲は，一．A片の汚勲す
らもない．向ふの駒ケ嶽は．先年爆獲したおもかげを山容に示しつつ，濠々と
噴煙を上げて居る．其れが室に昇って白雲と憂って棚引く．列車は室蘭灘に指
しか．Nる．鷺の向ふには遠く羊騰山が富士さながらの姿を見せて居る．室は快
暗，一月にしては稀有の好晴だ．二重窓の車中はむしろ暑い程である．長萬部
（オシャマンベ）から，線路は牛島を西へ横断する．小さな急坂があるせいか，
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機歯車二藍で，シュシュポ。ポシュポッポと大サ1ビスだ．急に積雪が増して來
た．地表が民家の屋根まで這ひ上って居る檬な感じがする．1メ1トル50位も
あるのだら．5　・漸く人煙も稀に・北海道らしい氣分が濃くなる・馬鹿に日暮れ
が早い．17時牛には暗くなった．19時，札幌着．少し疲れた様だ．小さな宿に
・・P謔ﾃ假話する．
　＿月31R，・雲．列車の都合上，終日小雪の札幌市中を歩き廻る．21時，根室
行の急行に乗車．依然客は勘ない．トランクを持たせた赤帽が，我々を指して
日蝕観測ですかと尋ねた。職業的な「カン」の鋭さには一驚する．夜の内に狩
勝を越えて居た．
　二fi　1日，快晴．明けて二二月1日．5日後の日蝕目當てに，今自分は十勝の年
数を一路目的地に向って走って居る．帯廣を過ぎて夜が明けた．河川は一切氷
結して居り，見渡した所，一軒の人家もない實に荘々たる烏原である．
　7時すぎ，太4洋岸に出る．丁度，太陽は日蝕當時位の高度に昇って來たが
雲の一片すらもない？雄大な眺である．正に，今次の族行中第一にも推すべき
か．其の果しのない宿継洋の彼方に昇る太陽は，10。と云っても相當に高い．
これ位晴れたならば，100と云ふ地生高度は，普通の襯測には充分であると，
早や日蝕當日に聯想がつつ走る．
　9時丁度，釧路着，先獲の繁さん（西村氏）が出迎へに來て呉れた．顔見知り
の人に出會って馬鹿に嬉しい．羅からシベリヤ流刑の徒が乗せられる檬な，板
張りの概馬車に乗って，薄面隠タナイ雪の少しばかり積って居る釧路の街を進
む．近江屋で高城君に出會ふ．早一kに海軍武官室を訪れる．長の土田大佐は，
本谷理事中村書癖の近親になる由を初めて話しをして居る内に知った．奇縁の
部だらう．
　要談絡って，13時釧路焚，電車の様に，座席の長V・，しかも丸いスト1ブの
入った．如何にも北海道らしい車輔である．全く自然のまNになった，寒帯疎
林の中を冠する亡しばし，15時目的地厚岸に到着，距ちに瞬前の五味族館に族
装を解く．積雲は20センチ許り．
　休む暇もなく，先づ海軍の出張部，馬繋等を訪ねて，今回の観測に直しての
諒解を求める．績いて槻測地黒占の撰定にかNる．此の地は，厚岸灘から更に奥
に，厚岸湖と云ふ周園25キロもある画影に面して居る．東方は其の江湖を前に
遠くに低い山があるが，其の高度は1。もない．油鼠には絶好の場所である。
16時孚には暮色が迫って來た．やはり随分東北へ來たのだ．夕闇と共に，籔十
百羽の鴎が，群集して湖上にガヤガヤと鳴く聲が，氷結した湖面と，背後の山
に反映して，洋樂オ1ケAトラの様な響きさへする．フト最初，港で今日は海
軍々樂隊の演奏でもあるのかなと思った程である．
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　瞬って，美味しV・牡蠣の御馳走に満足して，早目に就寝する（ア。ケシとはア
イヌ語で牡蠣の取れる海邊と云ふ意味だそうである．今も名産になって居る）．
　二月2日，晴．今日も快暗である．器械の組み立てを二人目行ふ．午前中に
出着てしまった．午後からは東京天：文豪の三一小屋を訪れる．宿から西北牛キ
ロ許りの地面だが，70米位の小山の頂きにあるから，雪の坂道を20分許り　th・・　N
つて登る．憂長關口博士も今朝來着された。襯測小屋は七棟牝なって居る．恐
らく一番大がかりな観測陣だらう．一行も20名に近い．自分の顔見知りも二三
來て居る．あと3日に控へても，自分はノンキな面分である．
　二月3日．晴れ後曇り．朝は好天氣である．夜明は時差の面諭上，京都の邊
りと攣りない．6時前に綜薄明となる，午後から曇って摩た，夕：方からは雪と
なる．これで用度日蝕は晴れるだらうと大して氣にしなかった．國民學校の先
生達に自分等の方の最良について，心事打合せをすませた．
　二月4日，雪．盛んに雪が降る．しかも内地の様なぼた雪である．正午過ぎ
ても一向に止みそうにない．10センチも積ったか．氣温はoo位まで上昇する．
明日の天候は悲痛的だ．午後から止んで呉れないと具合が悪∀・．
　依然，香ばしくなV・室模檬を眺めつつ，15時，國民學校へ行く，最後の練習
である．定めた部署と役割は次の檬であった．
　1）18crpコロナグラフ．シャ。タiと取払交換と案内とを自分が行ふ．但し
　　雨量を紅血順に差出し，受取るために先生二名に手傳って貰ふ．
　2）　自分の持って行った手提げの手札型の意馬機を學校の一先生に委せる．
　3）　山口氏は自用のラィ：が（f2）で，シャドウバンドの撮影を試みる．其して
　　皆既1分前に18センチ機のところへ來て，1僕の合圖で最絡のシャッタ1をし
　　て後，部分蝕用から皆既用に取り換へて，其後は自由にする、
4）時計は山口氏の持参した懐中時計に頼って，東京天丈毫の豫報に從ひ，
　　教頭の先生に“20分前，15分前，10，6．5，5，4，3，2，1分前，30秒，20，
　　15，10，5秒，始め”の呼構を頼む．此の時計は過去3日間の計痔の結果，
　　一日に2秒位進むと云ふ．相當信用ある結果が出て居たから，当れかが蝕
　　を見乍ら「始め」の呼構する事は取り止めた．それは自分には仕事があり，
　　他の人は初回の維験だから，むしろ失敗の懸念がある．
　5）“始め”の二尊に從って，別のタイマ1が，メトロノ1ムの孚秒打ちを
　　ならせつつ“0”“1”“0”“2”と三面呼びをする，この役目は主役と補助役
　　と二名の先生に頼む．
　6）其他の先生は，た愛同一個所で黙って見て貰ふだけとする．他からは海
　　軍の高間氏のみで一般の人は噺る．
　其の時，シャッターのヒモが切れて，練習を江ってから修理にかNるが，都合
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よく行かない．室は依然曇り，而も，風向は好韓しない．寳に憂欝な氣分にな
る．面白くなく夕食を回る．庭が，20時頃，幸ぴにも西天が晴れて來た．占め
た11　自分は勇躍，臨時の暗室で明日の乾板を取回中に仕込む．愼重を期して
2時間許りか玉つた．其後，山ロ君が，懸斜こシ，。タ1の故障修理にかsつて
翌塒頃に其れが成った其の間門ま一肌つたが，再び1時頃に聯天降
る檬な星室である．二入とも茶好きなものだから，…・服黒占茶後，床に入った．
ウトウトとする．風はあるが明日は確かに晴れだ。日蝕はさあ後H敏時閥に迫
って居るのだ．
　　　　　　　　　　　　3．當日の標子　（日蝕紀行2）
　昭和18年二月5H．待望の日蝕聖日だ，4時，もう寝て居られない．隣室の關
口先生も起きて居られる様だ．常の如く朝の手水を使ふ．窓から見る東北の察
には，織女の光りが青白く冴へて居る．5時前，朝食が蓮ばれた．所が正直に
云って，3，4日の夜が曇ったから，星図に依る焦黒占の試験が，未だ絡って居な
いので，僕は5時牛頃一足先に出掛ける事にした．
　宿の馬市で東京天文毫の人々に出倉ふ．今日に限って，朝の挨拶は“快晴の
様ですね”“えX，先づ天氣は…・・”である．是れからの仕事を控へて緊張した
聖賢ではあるが，どことはなしに：喜色が見られる．自分自身も，何んだか心豊
かな生胆がする．
　屋外に出る．ほのかに東天が白みかけて居る．少し風があるが，素晴しい快
晴だ11氣温は一10℃位，氣分を引き締める程度で申分ない．學校に一夜預
けて置いた器械を愼重に取り出して据へたのが5時40分．一刻を事って，アン
タレスに向けて焦黒占を調べる．幸ぴ星像でも，正しく焦黙硝子に合って居る。
其他器械部分の黒占検を行ふ．異骨なし．6時過ぎには全員が揃った．室は明る
い，一等星だけが残って居る．少し風があるから，奉安殿の横手にある木立の
間に器械を据へて，東面を除いて三方に幕を張って槻測する事に定めた．先生
蓬が其の準備をして居る内に，自分は器械を，山口君は乾板を運んで，傍らの
机上に置き，番號順に整備されて居るかを調べて，再び黒身に包んで置く．蕪
に昨夜装填した撮影乾板の要項を示す．
番號　乾板品種　　　型
　1　昭和プロセス　カビ不
　2　　　　／／　　　　　u
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憩癖に於ける諏禽の綱會
　　　（概　況　報　告）
　既報の如き二二を二って，本禽は去る六月27日13時から，示網戸市轡型國民學
校内に於い℃，通常総會を開いた．三戸支部員諸氏の熱心なる準備により，定
刻までに三三が整ひ，12時過ぎから各地の會員が参集し，中には和歌山，判司，
愛媛あたりより來られし顔も見え，盛況であった．
　會は宮森理事長を座長として開かれ，まつ
山本二三の記念講演“天文學と國民性”があった．會長はスペ・インヂイタリヤ，
ドイツ，フランス，アメリカ，イギリス，Pシや等の各回に於ける天文學と學
者と其の三民性につhて，歴史的に，叉，性格批評的に論述され，我が日本の
天文學界を警戒された．次いで
木邊観測部畏が“北海道の日蝕について，’報告講演をされた．同氏の槻測計書と
器械設備，観測概況から，その美しV・成果を，みごとなコロナやプロミネンス
の爲眞によって示された．それから
巾村華議理事の事務報告があって，近年の頗る好況を語られた．次ぎに
高城敏育部長は“最近の天文教育について”興味深く所懐を述べられた．氏の要
旨は，1．天文教育，2．防回天：文學，3・航海室天：文學，4・作戦天文學，5・南天の
開拓の五項目について多くの嗜示を與へられた．最後に，
木部部畏は艦座新星の獲見者中原干秋氏への表彰欣（別頁所載）を公表され，伺「
これに因んで山本禽畏は目星の猫門門見者15氏の報告から作った光度曲線を解
設された．
　この機會’に，本管の役員改選が行はれたが，その結果，倉長及び諸役員は全
部重任となり，只，副會長には木邊成麿氏と清水眞一氏とが墨げられたことだ
けが新しい態i勢であった．
　會は17時に閉會し，’fli，i，暫く相互の歓談が交はされた．（事務局）．
